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2.研 究 のね らい ・目的
重点領域研究 「総合的地域研究の手法確立」の中の計画研究班 「総合的地域研究の概 念」
(研究代表者:高 谷好一京都大学東南ア ジア研究セ ンター教授)の 公募研究と して行われる本
研究 には、主 として以下の学術的 目的がある。
1つは、中東地域を専門 とする研究者の立場か ら、北 アフ リカか ら西 アジアまでの広い地理
的領域 にまたが り、長大な歴史的伝統 と独 自の文明 とを誇るこの地域を、総体的に研究 してい
く手法を探 ることである。本研究は中東の主要な3つ の民族集団(ア ラブ、イラン、 トル コ)
を研究す る研究者によって構成されているが、 この 目的を達成す るためには、狭い調査地だけ
に関心を限定す るとか、自分の研究分野 に閉じこもるとかいった傾向を排除 し、さまざまな研
究分野に従事す る研究者の協力に基づいた学際的な討論の場を設けな くてはな らないとの認識
を、研究参加者全員が もっている。
2つ目には、このように中東地域を基礎に練 り上げた地域研究の手法 を、東アジア、東南ア
ジア、南アジア、アフ リカなど、中東以外の地域研究の専門家たちの議論か ら生 まれてきた手
法 と比較 ・検討 し、その異同を確認することによって、 よりグローバルな視点に立つ地域研究
の理論 ・方法論の確立を目指すことである。その成果は、中東地域研究の領域にフィー ドバ ッ
クされ、よ り広い視野に立った中東研究のあり方を提起することになると考え られる。
さらに、 より実際的な問題 として、4度 にわたる中東戦争、石油ショック、イラン革命、湾





3.平 成6年 度 の研究成果
本年度 も、学際的な視点に立ち、 「地域」の枠 に不必要に拘束 されない とい う平成5年 度の
方針を原則的に保 ちなが ら、平成5年 度の研究成果を整理 し、発展させ る方向で、研究を進め
た。
研究会については、1994年7月21日に東京都多摩市にて本年度最:初の研究会を行い、次いで、
「総合的地域研究の概念」研究班 との合 同研究会を1995年3月4日から3月6日 にかけて沖縄
県那覇市にて開催 した。研究代表者と研究分担者は、全員がいずれの研究会にも参加 した。ま
た、本研究者の参加者は、共 同研究の成果に立脚 しつつ も、それぞれの関心に応 じて、 「総合
的地域研究の手法確立」プロジェク トで開催された他 の研究会にも参加 し、中東 に限定されな
い、よ り一般的な視野のもとで、地域研究に関する資料収集および考察を行 った。
研究会以外では、地域研究に関す る知識獲得のため、平成5年 度に引き続 き中東およびイス
ラーム地域研究関連の文献の収集 を行 ったほか、イスラーム圏の諸言語 におけるイスラーム的




この研究会では、まず平成5年 度の研究成果について討論が行 われた。議論の中心 とな っ
たのは、昨年度の研究の過程で出された属地的地域と属人的地域をどの ように考えるか とい
う問題である。 ことに中東の場合、地域の属地的な側面だけでな く、属人的な側面 も無視で
きず、面でない世界、'すなわち点 と線によるネ ットワークの世界 をどう位置づ けるかが重要
な課題であるとの認識で一致 した。次に、この議論を踏まえ、本年度の研究会では、 「ネ ッ
トワークによる地域」の問題を中心課題 とすることが確認 された。
②沖縄県那覇市における研究会
この研究会では、まず 「地域 と生態環境」班の古川久雄京都大学東南 アジア研究センター
教授が、 「中東 と東南 アジアー風土 と変貌一」 と題する基調報告を行 った。古川は、発生学
的風土、変貌、規範、Niche、潜在的エ クメネー、居住、生業、宗教 、社会につ いて、中東
と東南アジアの比較を試みた。 この報告をめ ぐって、 とくに両地域の 「社会的錬度」の問題
を中心に討論がなされた。
次 に、 「総合的地域研究の概念」研究班の家島彦一東京外国語大学 アジア ・アフ リカ言語
文化研究所教授による、 「都市とネ ットワーク」 と題する発表があった。家島は、 中東 と東
139
南アジアの双方を視野に入れなが ら、 「入れ物 としての地域論」の観点から、イスラーム都
市、 とくに港市のネ ッ トワークについて論 じた。その際、イ ンド洋海域世界におけるハ ドラ
ミー ・ネ ッ トワーク(ハ ドラマウ ト出身者のネッ トワーク)を 具体的な事例 として取 り上 げ
た。 この家島の発表に対 して、コメ ンテーターの高橋美紀(東 京大学大学院)は 、中東、東
南アジアとの比較の観点か ら、華僑 ・華人ネ ッ トワークについて論 じ、 もう一人のコメンテ
ーターである 「総合的地域研究の概念」研究班の応地利明京都大学東南アジア研究セ ンター
教授は、南 アジア研究者の立場か ら、イスラーム とイ ンド洋海域世界の関係について意見を
述べた。そのあと、海がつ くるネ ッ トワークの関連づ けの問題、中東、東南アジアにおける
イスラームの位置づけの違 いなどをめ ぐって討論がなされた。
さらに、本研究班の大塚和夫が 「イスラームと地域」と題する発表を行 った。大塚の発表
では、イス ラームと地域の関係をどのように考えるかに関 して、 「イスラーム化」、 「アラ
ブ化」 の視 点か ら議論が展開 された。具体例と して、エジプ ト化 と北スーダ ンのいわゆる
「民衆イスラーム」の事例が取 り上げられた。コメンテーターである 「植民地都市の社会史」
班の加藤剛京都大学東南アジア研究センター教授は、大塚の発表に関 して、 中東 との比較 の
観点か ら、東南アジアのイスラーム化について論 じた。討論では、イスラームを抜 きに して
中東や東南アジアを考えることが可能か といった点を中心 に意見が交換 された。
最後に、本研究班の代表者である片倉 もとこおよび 「総合的地域研究の概念」研究班の代
表者である高谷好一京都大学東南アジア研究センター教授による問題提起のあと、総合討論
が行われた。片倉は、地域を考えるうえでの時間軸を現時点に絞 るべ きであるとの提起を し、
面としての地域 と点と線によるメタ地域 という2つ の地域概念について述べた。さらに、文
化的存在 としての人間が、文化をインプ ッ トされた、いわゆる 「故郷」を1つ の面的地域 と
して考えるか、人間の移動 によって文化がインプ ットされる複数の 「愛着空 間」を考えるか
が、現在お よびこれか らの地域世界を考え るうえで問題になることを指摘 した。高谷は、 自
己の 「地域研究論」を展開 したのち、本研究班に対 して 「中東は1つ の単位か」との問いか
けを行 った。討論では、 これ らの問題をめ ぐって意見が交わされたほか、中東、東南アジア
における生態の位置づ け、交易ネ ットワークか ら見 た中東と東南アジアにおける生態の位置
づけ、交易ネッ トワークか ら見た中東 と東南ア ジアの関係等の問題 に関 して議論がな された。
(2)イスラーム圏の諸言語に関する検証作業
本研究班では、総合的地域研究の手法確立へ 向けた研究活動の一環 と して、イスラーム圏
の諸言語におけるイスラーム的概念(イ スラーム的語彙)の 伝播 と変容を比較の視点か ら検
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証す るための作業を行い、少な くともその第1段 階を完了 して、その方法 とそ こにふ くま
れている視点が さまざまな意味で有効性を もっていることを確認 した。
まず、平成5年 度の研究において、本研究班では、中東地域の特性を探 るとともに、他
の地域 との比較を行 った。そのなかで、生態環境を重視する観点か ら 「世界単位」の適用
可能性を探 る試み も行われたが、世界単位の重要な要素 と して 「世界観」に着 目する場合、
言語 ・文化圏が大きな重みを もつとの結論に至 った。その結果、中東地域の1つ の特徴づ
けとして、中東 とは 「イスラーム化+一 定度のアラブ化を特徴とす る3言 語 ・文化 圏(ア
ラビア語圏、 トルコ語(チ ュル ク諸語)圏 、イラン語圏)」 であるとの定式に至 った。
平成6年 度の検証作業は、平成5年 度に確立された、以上のような認識を基本的な前提
としている。3つ の言語 ・文化圏は、少な くともより大 きな 「中東」 とい う単位を形成す
る程度に共通性を有 している。 しか し、同時に、言語 ・文化的な差異があ り、それゆえに
中東内部の下位の地域を形成 しているとい うことになる(た だ し、言語 ・文化圏を世界単
位 とみなすか否か、あるいは中東全体を複合的な世界単位とみなすべきかという点は、未
確定であり、またそれゆえに本作業が行われている)。 このような認識をもってか らの基
本的な課題は、これをいかなる方法 によって検証 してい くか という点にあった。
そこで、本作業では、中東内部の下位の各地域(3言 語 ・文化圏)の 連続性 と断続性
(統一性 と多様性)を 具体的に検討するために、イスラームにおける基幹的な語彙が、い
かに伝播 し、変容 しているかについて、実例をあげて比較することに した。当然の ことな
が ら、この方法は、 中東以外のイスラーム諸地域を包摂す ると、作業計画 自体が拡大 され、
場合によっては作業がきわめて困難になる。 もともとどれほど大 きなチームをつ くって も、
この ような作業は単年度で行いうるものではない。そこで、言語 ・文化 圏を拡大する代わ
りに、平成6年 度は、 このような作業の有効性の有無について(な いしは有効性の程度に
ついて)、 認識を深めることに主眼を置 くこととした。













これ は、基本的には効率性 と網羅性という矛盾する要請を同時に満足 させ うる最大の範 囲
といえる。
作業の前提 として、イスラーム という共通性が 「イスラーム地域」なるものを形成せ しめ
ているとは考えないことに した。検証作業の結果、か りにそうであると判断された として も、
予見 と してその方向を 目指すわけではない。そ もそ も、 「イスラーム圏」、 「イスラーム世
界」は、イスラームという共通性 に着 目して、本来複数の地域を概観す る表現である。今回
は、イスラーム圏につ いて異 なる地域の比較を行 うのであ って、共通性を析 出す ることが直
接の目的ではない。 しか しなが ら、1つ の仮説と して、 「イスラーム化」 とは、 「現地がイ
スラーム化 される」と同時に、 「イスラームが現地化 され る」過程 と理解される。そ うであ
るならば、イスラーム化の過程で、イスラーム的な語彙の吸収(=当 該語 ・文化のイスラー
ム化)と 同時に、それ らの語彙の意味や用法の変容(=当 該語彙の現地化)が 起こると推定
される。以上のような議論を踏まえなが ら、具体的な作業 についての検討 に入った。
この段階で、3つ の大きな問題が生まれた。第1は 、 「イスラーム的な語彙」をどのよ う
に規定するか という問題である。たとえば、マ レー語やイン ドネシア語を見ても、アラビァ
語か らの借用語 はイスラーム的であるとの理由によって流入 しているとはかぎらない。語義
的に も、同 じことがいえる。そうなると、 もっともよいのは、イスラーム地域の諸言語間の
借用語をすべて、可能なかぎり包括的に比較す ることである。 しか し、こうした考え方は、
第2の 問題、つ まり量の問題を顕在化させ る。つまり、どの程度の語彙を収集することが現
実的かという問題である。だが、語彙を拡大す るとともに、それに実際的な制限を加えた場
合、選択の基準は何か という第3の 問題が生 じて くる。これ ら3つ の問題には、当面のとこ
ろ明確な答えがない。
最初の作業として、アラビア語 に着 目したが、これはアラビア語が語源である場合が多い
という理 由による。 しか し、アラ ビア語の語彙 自体時代の変遷があり、また、いつ伝播 した
か、伝播のあとの変容はどうなっているのかといった問題 もあるため、恣意的な判断を排す
るための工夫が必要 とされ る。試行段階としては、クルアーンにおける用法(そ の語がクル
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アー ンのなかに出て くる場合)、 中世の古典というだけでな く現代で も典拠 とされていると
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4.研 究の成果 とフ ロンテ ィア
　平成6年 度は、以上のように、本研究班では、研究会 とイスラーム圏の諸言語に関す る検証
作業の2つ を中心 に研究が進め られた。
　研究会では、　「ネ ッ トワークによる地域」の問題が本研究班の中心課題 とされ、沖縄県那覇
市における 「総合的地域研究の概念」研究班 との合同研究会でも、 この課題が大きな論点 とな
った。具体的には、中東 と東南アジアは歴史的に も現在においても交易ネ ッ トワークにより結
ばれているが、それぞれの地域を見た場合、中東では、イスラームがつ くるネ ッ トワー クがひ
じょうに重要であるのに対 して、東南ア ジアでは、む しろ生態 とそれに関連 した海域ネ ッ トワ
ークが重要であるとの指摘がなされた。 ここで、中東、東南 アジアという2つ の地域を見 ると
きに重視 され るべきメルクマールの違いが、かなり浮き彫 りにされた と考えられ る。
　イスラーム圏の諸言語 に関する検証作業については、この作業か ら現時点で次のような事実
が判明 している。つまり、宗教に関する もっとも基本的な語彙に違いが見 られるということで
ある。た とえば、ペル シァ語では、 「礼拝」、 「主」等を本来のペルシア語の語彙で表現す る
ものの、　「宗教」 とい うような基本的な語彙はアラ ビア語化 しているが、イ ン ドネシア語では、
「宗教」、 「礼拝」、 「断食」といったイスラームの根幹に関わる語彙が、サンスクリッ ト語
(=イスラーム以前の ヒン ドゥー文化の言語)や マ レー語か ら入 った語彙でできてお り、アラ
ビア語ない しはペルシア語か ら語彙が入 っていない。マ レー語やイン ドネシア語におけるアラ




本研究プロジェク トは平成6年 度をもって終了となるが、研究会における討論で得 られた成
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果や、2年 間にわたる収集により得 られた中東 およびイスラーム地域研究関連 の資料を用いて、
今後本研究参加者は各 自研究成果を公表 してゆ くことになる。
また、イスラーム圏の諸言語 に関する検証作業については、今後 も継続され、最終的には本
年度購入 したパ ソコン ・ソフ トを用 いてデータベース化をはか る予定である。 「平成6年 度の
研究経過」に記 したような方向での作業を、さ らにより具体 的に精密化 してゆけば、きわめて
有益 な成果が期待 されよう。
6.研 究 業 績(平 成6年 度 発 表 分)
片倉もとこ
r講座 イスラーム世界1イ スラーム教徒の社会 と生活』(編 著)栄 光教育文化研究所,1994.
『移動文化考一 イスラームの世界をたずね て一』 日本経済新 聞社,1995。




ome Aspects of Modern Iranian Popular Beliefs." Official 
  the Ancient Near East, ed. by Eiko Matsushima,Heidelberg 
  pp. 135-171, 1993. 
"The Networks of Weekly Markets and Bazarmajs in Gilan
." 
  Studies 48-49 : 295-316, 1995. 
"Weekly Markets of Gilan - Their Distribution and Change." 
  Studies 48-49 : 317-358, 1995.
Cult and Popular Religion in 
 Universitatsverlag C. Winter, 
Journal of Asian and African 
Journal of Asian and African
鈴木 董
『中東人 国記』　 (編者)総 合法令,1994.
「パ クス ・イス ラ ミカか らバベル の塔へ」 『国際問題 』411:18-29,1994。
「外世界か ら一 イスラーム世界一 」　r文明の地域性』　(重点領域研究「総合的地域研究」成果報告書
　 シリーズ漁3),pp.42-46,1994.
「伝統的オスマ ン社会 における奴隷の諸相」　「歴史学研究』増刊11:ヱ3-20,1994.
「多民族国家の光 と影」 『アメ リカ史研究 』17:21-25,1994.
「イスラムと国際関係」平野健一郎編r講 座現代アジア4地 域 システムと国際関係』東京大学出版会,
　 pp.327-358,　1994.
「組織 と支配」後藤明編 『講座イス ラーム世界2文 明 としてのイスラー ム』栄光教育文化研究所,
　 pp.327-358,　1994.
「世界秩序 ・政治単位 ・支配組織」　r東洋文化 』75:167-216,1995。
大塚和 夫
　 「変動す る中東Part　2社 会 ・文化編一 北スーダ ンの食文化一 」r中 東 協力セ ンターニ ュース』
　　　 6月号:44-49,1994。
　 「部族 ・民族 と宗教 」佐 々木宏幹 ・村武精 一編r宗 教人類学』新 曜社,pp.139-150,1994.
　 「太陽 ・月 ・クォーツとムス リム時間分節化 」掛谷誠編 「講座地球 に生きる2環 境 の社会化』雄 山閣
144
出版,pp、67-89,1994.
「ナイル河畔のマ フディス トたち一 スーダ ンー」片倉 もとこ編 『講座 イス ラーム世界1イ スラーム
教 徒の社会 と生活 』栄光教育文化研究所,pp.17-53,1994。
小杉 泰
「イスラームとは何か一 その宗教 ・社会 ・文化一 』講談社,1994.
「現代 におけ るイスラー ム復興の眺望」 『国際問題』411:2-17,1994.
「現代パ レスチナにお けるイスラーム運動」r現 代の中東』17:2-26,1994,
「イスラームにおける啓典解釈学 の分類区分一タ フス ィール研究序説」r東 洋学報』76-1・2,1994.
「イスラーム」立 山良司編 『中東』 自由国民社,pp.43-79,1994.
「中東 における政党 と政治組織 」r中 東年鑑1993-94』中東調査会,pp.17-21,1994.
清水芳見
「ヨル ダンの村再訪記」 『法政人類学』54:3-7,1993.
「ムス リムの冠婚葬祭」 「歴史読本 ワール ド 特集 一イス ラムの謎』5-3:126-131,1994.
「アラブ ・ムス リムの家族 と結婚一 ヨル ダンー 」片倉 もとこ編r講 座イスラー ム世界1イ スラーム
教徒の社会 と生活』栄光教育文化研究所,pp.225-259,1994.
「アラブ ・ムス リム社会の墓制一 ヨルダ ンの事例一」 『沙漠研究』4-2:69-90,1995.
「世界の親族形態(中 東)」r事 典 ・家族』弘文堂,1995.(発行 予定)
145
